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弘前市上下水道ビジョン 

実現に向けた取組 第 5 章 
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第 5 章 年次計画と財政⾒通し 

 年次計画と財政⾒通し 
 

弘前市上下⽔道ビジョンの主な事業内容について、年次別事業計画を示します。 

 
 

図 25 事業計画スケジュール 
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弘前市上下水道ビジョン 

年次計画と財政⾒通し 第 5 章 

 上下⽔道事業会計の仕組み 
上下⽔道事業会計は、地⽅公営企業法が適⽤されるため、税収⼊を財源とする一般会計とは異な

る企業会計として、上下⽔道料⾦収⼊を財源とする独⽴採算により事業運営しています。 

以下に示すように 3 つの財布で運営しており、内部留保資⾦にある程度の余裕がないと、安定し

た上下⽔道事業の運営が困難になります。 

 

【⽔道事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 26 水道事業会計のイメージ 

 

① 収益的収支【第 1 の財布】：水を作るのにいくらかかり、いくらで売ったのかを知る財布 

② 資本的収支【第 2 の財布】：水道施設の建設や更新するための財布 

③ 内部留保資金【第 3 の財布】：第 1 の財布の利益や減価償却費などを貯金するほか、

第 2 の財布のお金が不足したら補てんする財布 

①収益的収支【第 1 の財布】

・維持管理費 他 

③内部留保資金【第 3 の財布】 

内部留保資金 

②資本的収支【第 2 の財布】

収 入

・不足分 ・企業債 
・国からの補助金 他 

支 出

・建設改良費 
・企業債償還 

収 入

支 出

・純利益
・減価償却費 等 

・水道料金 他

補てん

貯金
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第 5 章 年次計画と財政⾒通し 

【下⽔道事業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 27 下水道事業会計のイメージ 

 

  

① 収益的収支【第 1 の財布】：汚水をきれいな水にするためにいくらかかり、下水道の 

利用者にいくら負担してもらったのかを知る財布 

② 資本的収支【第 2 の財布】：下水道施設の建設や更新するための財布 

③ 内部留保資金【第 3 の財布】：第 1 の財布の利益や減価償却費などを貯金するほか、

第 2 の財布のお金が不足したら補てんする財布 

①収益的収支【第 1 の財布】

・維持管理費 他

③内部留保資金【第 3 の財布】 

内部留保資金

②資本的収支【第 2 の財布】

収 入

・不足分 ・企業債
・国からの補助金 他 

支 出 

・建設改良費 
・企業債償還 

収 入 

支 出

・純利益
・減価償却費 等 

・下水道使用料 他 

補てん

貯金
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弘前市上下水道ビジョン 

年次計画と財政⾒通し 第 5 章 

 財政収⽀の⾒通し 
２.１ ⽔道事業 

1) 給⽔収益の⾒通し 

給⽔⼈⼝は、市の⼈⼝に⽐例して減少すると⾒込まれ、令和 15 年には 142,238 ⼈と、令
和 6 年に⽐べて約 10％減少します。 

給⽔収益も給⽔⼈⼝に⽐例して減少すると⾒込まれ、令和 15 年には 3,001,209 千円と、
令和 6 年に⽐べて約 10％減少します。 
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⽔需要予測による年間有収⽔量は毎年約 1％ずつ減少 

給⽔収益は毎年 3,845 万円(1％)減少 

(⼈) (⼈) 
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図 28 給⽔⼈⼝と⾏政⼈⼝の推移 

図 29 給⽔収益と有収⽔量の推移 
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第 5 章 年次計画と財政⾒通し 

2) 投資額の⾒通し 

⽼朽化した⽔道管の更新にあたっては、管路それぞれに優先度を設定し、優先度が⾼い管

路に関しては、市⺠の給⽔に⼤きく影響することから状態監視保全で更新を実施しています。

その他管路に関しては、⼩規模な漏⽔で広範囲に影響するとは考えにくいこと、破損への対

応も迅速に⾏えることから事後保全で更新を⾏うことで、経営面を圧迫しないようにしてい

ます。 

また、施設に関しては更新基準年数となる更新実績がないことから厚⽣労働省が推奨する

更新年数に従い 65 年としました。 

このことから、今後⾒込まれる事業費を試算すると、⽼朽管更新で年平均約 8.8 億円、施

設等更新で約 9.1 億円の投資計画としています。 

また、弘前市上下⽔道ビジョン計画期間内で必要な投資額は、年平均 15.7 億円を⾒込ん

でいます。 

 

7

29

79

10

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

R4 R6 R8 R10 R12 R14 R16 R18 R20 R22 R24 R26 R28 R30 R32 R34 R36 R38

管路

施設等

新樋の⼝浄⽔場

(億円)

ビジョン

計画期間

施設等更新(年平均約 9.1 億円) 

管路更新(年平均約 8.8 億円) 

今後 10 年間の必要な投資額は、年平均約 15.7 億円 

※新樋の⼝浄⽔場建設事業費(89 億円)を除いて試算した場合 

図 30 弘前市⽔道事業アセットマネジメント計画に基づく更新費⽤の推移 
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弘前市上下水道ビジョン 

年次計画と財政⾒通し 第 5 章 

3) 企業債発⾏の⾒通し 

過去の事業拡張に伴い、多額の企業債を発⾏しており、企業債依存率は同規模事業体と⽐

べて、2 倍を超える⽔準となっています。 

健全な財政運営を確保するため、将来世代の負担が過⼤にならないよう、令和 7 年度以降 

からは⾃己財源を使⽤し、企業債借⼊額の削減に努めます。 

※推計値は令和 5 年度時点のものを使⽤。 

※今後事業の進捗によって数値が変動する可能性があります。 
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(億円) (億円)

図31 企業債借⼊の推移

今後 10 年間の企業債発⾏額は年平均 11 億円 
企業債残⾼は 10 年間で約 33 億円減少(約 15％減) 
※令和 6 年は新樋の⼝浄⽔場建設費により借⼊額が⼤きくなっている 
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第 5 章 年次計画と財政⾒通し 

4) 収⽀の⾒通し 

以上のような給⽔収益、投資額及び企業債発⾏額の⾒込みのもと、弘前市上下⽔道ビジョン 

策定期間である 10 年間の収⽀を試算すると、以下の通りとなります。 

表 16 計画策定期間内の収益的収⽀の推移(料⾦改定なし) 

表 17 計画策定期間内の資本的収⽀の推移(料⾦改定なし) 

※端数処理を四捨五⼊で⾏っていることから、総数と内訳の計が一致しない場合があります。 
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弘前市上下水道ビジョン 

年次計画と財政⾒通し 第 5 章 

5) 収益的収⽀ 

〇営業収益 

営業収益は有収⽔量の減少に伴い給⽔収益が減少し、今後 10 年間で約 10％(3 億円)減少す

る⾒込みです。 

現状のままでは、令和 11 年には資⾦保有額がマイナスを計上し、その後令和 15 年には約 

40 億円の⾚字となる⾒込みです。 

 〇営業費⽤ 

   維持管理費は横ばいで推移しますが、減価償却費が令和 8 年から増えるため、全体としては 

増加傾向となる⾒通しです。 

1,157 
1,866 1,716 

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15
維持管理費 減価償却費 資産減耗費
図 33 ⽔道事業費⽤の推移 

(百万円) 

3,357 3,161 3,001 

0
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1,000
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2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15
給⽔収益 その他

図 32 ⽔道事業収益の推移 

(百万円) 
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第 5 章 年次計画と財政⾒通し 
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図 34 ⽔道事業の純損益と資⾦保有額の⾒通し 
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弘前市上下水道ビジョン 

年次計画と財政⾒通し 第 5 章 

２.２ 下⽔道事業 
1) 料⾦収⼊の⾒通し 

⽔洗化⼈⼝は、市の⼈⼝に⽐例して減少すると⾒込まれ、令和 15 年には 134,190 ⼈と、

令和 6 年に⽐べて約 5％減少します。 

使⽤料収⼊も⽔洗化⼈⼝に⽐例して減少すると⾒込まれ、令和 15 年には 2,574,488 千円

と、令和 6 年に⽐べて約 10％減少します。 
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⽔需要予測による年間有収⽔量は毎年約 1％ずつ減少 

下⽔道使⽤料は毎年 2,820 万円(1％)減少 

(⼈) (⼈) 

図 36 使⽤料収⼊と有収⽔量の推移 

図 35 ⽔洗化⼈⼝と⾏政⼈⼝の推移 
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第 5 章 年次計画と財政⾒通し 

2) 投資額の⾒通し 

 管路・施設ともに、被害規模(影響度)と発⽣確率(不具合の起こりやすさ)を考慮してリス

ク評価を⾏い、定量的に評価します。 

 リスク評価から、優先順位が⾼い場所を判断のうえ点検調査を⾏い、緊急度の⾼い管路・

施設から修繕・改築を⾏います。 

 しかしながら、今後の経営状況と⽐較し、多額の予算を確保することが難しいため、「下⽔

道機能上重要な施設」や「社会的影響が⼤きい施設」の点検調査を優先的に⾏い、限られた

予算の中で、「事故につながる可能性の⾼い施設を改築」や「軽微な異常は保持する」という

対策を取りながら、ポンプ場・処理場は年平均約 4.2 億円、管きょ等は年平均約 8 億円を目

安に改築事業を⾏います。 
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【改築】管きょ等 【改築】ポンプ場・処理場

その他（調査費・建設負担⾦含む） 【未普及・統廃合】管きょ等

ビジョン 

計画期間 【改築】管きょ等(年平均約 8 億円) 

【改築】ポンプ場・処理場(年平均約 4.2 億円) 

今後 10 年間の必要な投資額は、年平均約 12.8 億円 

図 37 弘前市下⽔道事業アセットマネジメント計画に基づく更新費⽤の⾒通し 

ビジョン計画期間内の必要な投資額は約 128 億円 

 施設等更新   約 4.2 億円/年 

 管路等更新   約 4.6 億円/年 

 建設負担⾦   約 2.3 億円/年 

 未普及・統廃合 約 1.7 億円/年 
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弘前市上下水道ビジョン 

年次計画と財政⾒通し 第 5 章 

3) 企業債発⾏の⾒通し 

4 事業(公共、特環、農集、⼩規模)を個別にみると、公共は同規模事業体と⽐べて依存率が

⼩さいものの、他の 3 事業が多額の企業債を発⾏していることから、企業債依存率は同規模

事業体と⽐べて、2 倍を超える⽔準となっています。 

健全な財政の確保に向けて、返済額より借⼊額が⼤きくならないように、施設の統廃合や

ダウンサイジングを検討していきます。 

 

※推計値は令和 5 年度時点のものを使⽤。 

※今後事業の進捗等によって数値が変動する可能性があります。 
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今後 10 年間の企業債発⾏額は年平均約 11 億円 

企業債残⾼は 10 年間で約 145 億円減少(約 5２％減) 

図 38 下⽔道事業企業債残⾼の推移 
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第 5 章 年次計画と財政⾒通し 

4) 収⽀の⾒通し 

 以上のような使⽤料収⼊、投資額、企業債及び補助⾦の⾒込みのもとに、弘前市上下⽔道 

ビジョン策定期間である 10 年間の収⽀を試算すると、以下の通りとなります。 

 

表 18 計画策定期間内の収益的収⽀の推移(料⾦改定なし) 

表 19 計画策定期間内の資本的収⽀の推移(料⾦改定なし) 

※端数処理を四捨五⼊で⾏っていることから、総数と内訳の計が一致しない場合があります。 
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弘前市上下水道ビジョン 

年次計画と財政⾒通し 第 5 章 

5) 収益的収⽀ 

〇営業収益 

  営業収益は、有収⽔量の減少に伴う、下⽔道使⽤料の減少が⾒込まれます。 

現状のままでは、令和 7 年には資⾦保有額がマイナスを計上し、その後令和 15 年に 

は約 40 億円の⾚字となる⾒込みです。 

 

〇営業費⽤ 

  維持管理費及び減価償却費ともに横ばいで推移していく⾒通しです。 
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図 39 下⽔道事業収益の推移 
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図 40 下⽔道事業費⽤の推移 
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第 5 章 年次計画と財政⾒通し 

 

 

  
図 41 下⽔道事業の純損益と資⾦保有額の⾒通し 

54 (2,552) (4,001)

(222)

(423)

(616)
(700)

(600)

(500)

(400)

(300)

(200)

(100)

0

(4,500)

(4,000)

(3,500)

(3,000)

(2,500)

(2,000)

(1,500)

(1,000)

(500)

0

500

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

資⾦保有額 当年度純損益

令和 6 年に⾚字 

令和 7 年には資⾦が枯渇 

(百万円) 



 

  84  

 
弘前市上下水道ビジョン 

年次計画と財政⾒通し 第 5 章 

２.３ 今後の財政運営の⽅向 
〇上下⽔道事業 
 現状の資⾦⼒に合わせた維持管理や更新では、問題を先延ばしにするだけでなく将来の世
代に過度な負担となることは間違いありません。 
 今後も、安定的な事業運営を継続するには、必要な投資は確実に⾏い、そのためには上下
⽔道料⾦を適切に改定し、資⾦を調達する必要があります。 
 ⽔道事業は、純損益が新樋の⼝浄⽔場建設のため一度マイナスとなりますが、その後は 
料⾦改定を⾏うことにより保有額とともにプラスを維持できる試算となります。 

 
※料⾦改定については予定であり、今後変更する可能性があります。 

※端数処理を四捨五⼊で⾏っていることから、総数と内訳の計が一致しない場合があります。 

※事業費算出に当たっては、物価上昇率(0.4％/年) を反映させた⾦額を計上しております。 

表 20 計画策定期間内の収益的収⽀の推移(料⾦改定あり) 

表 21 計画策定期間内の資本的収⽀の推移(料⾦改定あり) 
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 下⽔道事業は、計 3 回の料⾦改定を⾏うことにより、令和 13 年以降から純損益及び資⾦保有
額が上昇し、令和 18 年にプラスに転じる⾒通しです。それまでの資⾦保有額のマイナスについて
は、⽔道事業より借⼊することとしています。 

表 22 計画策定期間内の収益的収⽀の推移(料⾦改定あり) 

表 23 計画策定期間内の資本的収⽀の推移(料⾦改定あり) 

※料⾦改定については予定であり、今後変更する可能性があります。 

※端数処理を四捨五⼊で⾏っていることから、総数と内訳の計が一致しない場合があります。 

※事業費算出に当たっては、物価上昇率(0.4％/年) を反映させた⾦額を計上しております。 
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〇⽔道事業 

 現在の収⽀(料⾦改定無し)では、⼈⼝減少による⽔道料⾦の減少や維持管理費の増⼤によ

り、3 年で資⾦が枯渇する⾒通しとなっています。 

 この結果を踏まえ、以下の通り今後の事業を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

適切な資⾦調達 

経常収⽀⽐率を現状の 100％以上とな

るように事業運営を⾏い、借⼊⾦に頼りす

ぎない経営に努めます。 

水道事業の今後の運営方針 

維持管理費の削減 
 施設のダウンサイジング、統廃合等を

進めることで、維持管理費を削減し、現

在より効率的な事業運営に努めます。 

投資額の平準化 

「弘前市⽔道事業アセットマネジメン

ト計画」の財政計画に従い、必要な更新・

維持管理を適切に進めることで投資額の

平準化を図ります。 

今後の運営方針 
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〇下⽔道事業 

 現在の収⽀(料⾦改定無し)では、⼈⼝減少による下⽔道使⽤料の減少や維持管理費の増⼤

により、1 年で資⾦が枯渇する⾒通しとなっています。 

 この結果を踏まえ、以下の通り今後の事業を進めます。 

 

 下水道事業の今後の運営方針 

維持管理費の削減 
 施設のダウンサイジング、統廃合等を

進めることで、維持管理費を削減し、現

在より効率的な事業運営に努めます。 

投資額の平準化 

「弘前市下⽔道事業アセットマネジメ

ント計画」の財政計画に従い、必要な更新・

維持管理を適切に進めることで投資額の

平準化を図ります。 

ｃ 今後の運営方針 

岩⽊川流域下水道負担⾦の軽減 
 年々増加する岩⽊川流域下⽔道維持管

理負担⾦について、可能な範囲で削減で

きるよう県と協議します。 

適切な資⾦調達 

公共下⽔道は、経常収⽀⽐率を 100％以上

で維持できるよう事業を運営します。 

 その他 3 事業については、100％に近付け

るよう事業を運営します。 
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